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油･煙に強いステンレスタイプ
エアコン（2台）

農道側に堆積している流木等

議
員
　
災
害
を
受
け
た
田
畑
か
ら
撤
去
し
た
流
木
や
ご
み

等
々
を
農
道
の
脇
に
積
み
置
き
し
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て

最
終
的
に
農
家
の
負
担
に
な
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
農
地
復
旧
の
方
で
進
め
ま
す
が
、
現
場

を
確
認
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

議
員
　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業
の
内
容
は
。

住
民
税
務
課
長
　
県
の
事
業
で
全
壊
住
宅
に
つ
い
て
３
０

０
万
円
、
大
規
模
半
壊
に
つ
い
て
２
５
０
万
円
の
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

議
員
　
今
回
の
床
上
浸
水
１１
軒
に
対
す
る
支
援
制
度
は
。

住
民
税
務
課
長
　
災
害
救
助
法
に
基
づ
き
応
急
修
理
を
行

な
っ
た
場
合
に
一
世
帯
当
た
り
７１
万
７
千
円
を
上
限
に
支

援
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
か
ら
住
宅
の
半
壊
に
２０
万
円

以
内
、
一
部
破
損
・
床
上
浸
水
に
１０
万
円
以
内
の
お
見
舞

金
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

議
員
　
６５
歳
か
ら
対
象
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
内
容
と
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
通
常
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
に
対
し
て
、

国
の
補
助
が
８
３
０
０
円
で
す
。
さ
ら
に
町
で
は
、
５
５

０
０
円
補
助
し
ま
す
。
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
料
金
は
異

な
り
ま
す
。）

議
員
　
中
学
校
工
事
費
の
補
正
内
容
は
。

教
育
課
長
　
厨
房
調
理
室
の
エ
ア
コ
ン
が
４
月
に
壊
れ
て

し
ま
い
、
油
を
使
用
す
る
場
所
に
対
応
し
て
い
る
業
務
用

の
エ
ア
コ
ン
の
購
入
費
用
で
す
。

議
員
　
映
画
チ
ケ
ッ
ト
代
補
助
金
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
方
の
実
話
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
映
画
「
オ

レ
ン
ジ
ラ
ン
プ
」
の
上
映
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

　
当
日
券
１
５
０
０
円
、
小
・
中
・
高
生
８
０
０
円
に
対

し
て
町
で
補
助
を
す
る
こ
と
で
当
日
券
１
０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
生
５
０
０
円
で
観
賞
で
き
ま
す
。
こ
の
映
画

は
県
内
市
町
村
で
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト
代

に
補
助
を
す
る
の
は
舟
形
町
が
初
め
て
で
す
。

質
答

応
疑第

２
回
臨
時
会

議 案 質 疑

被
災
者
生
活
支
援

エ
ア
コ
ン
購
入
費

　令
和
６
年
７
月
２５
日
か
ら
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
起
き
、
大
幅
な
補
正
予
算
を
編
成
し
、
災
害
復
旧
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
９
月
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
１１
日
ま
で
８
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
運
営
や
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　町
長
提
出
案
件
は
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
５
件
、
令

和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
１
件
、

舟
形
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
２
件
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
７
件
な
ど
全

１９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
24
億
7
0
0
万
円

豪
雨
災
害
対
策
で
大
幅
増

第2回臨時会
8月30日

９月定例会
9月4日～11日

災害復旧費

補正予算　気になる中身をピックアップ！

　被災した公共土木施設、農地、
農業用施設（農道、水路、揚水
機等）、公共施設（河川公園、温
泉グラウンド等）、上下水道施設
等への支援を行うものです。

・財源は国・県からの補助金と、町債を活用
・激甚災害に指定（９月１１日）
・国の災害対策費が大幅にアップ

被災者生活支援事業

全議案の採決結果は８ページに掲載

災害により住宅が全壊するなど著しい被害を受け
た世帯に、山形県と舟形町が連携して支援するも
のです。

被災者生活再建支援事業 最大300万円の支援

最大189万円の支援

21億668万円

農
地
災
害
復
旧

POINT

POINT

災害救助法の適用により、半壊住宅の応急修理に
対する国の補助や床下浸水以上の修理等に対する
町の補助、県からの見舞金などの制度があります。POINT

９
月
定
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

映
画
チ
ケ
ッ
ト
代
補
助

・舟形町独自支援事業
　住宅、小屋、家電等への補助
　　  （９割補助、上限70万円）
・山形県災害見舞金（20万円以内）
・国から71万7000円以内
　　　　　　　　　　  の補助

▼対象者／罹災証明により、住宅が「全壊｣､｢大規模半壊､中規模半壊」
　　　　　等と判断された世帯
▼補助額／・全　　　壊：基礎支援金75万円～100万円＋加算支援金
　　　　　　　　　　　　37万5000円～200万円
　　　　　・大規模半壊：基礎支援金37万5000円～50万円＋加算支援
　　　　　　　　　　　　金37万5000円～200万円
　　　　　・中規模半壊：基礎支援金なし、加算支援金18万7500円～
　　　　　　　　　　　　100万円

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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地方交付税
25億788万円
（41.3％）

県支出金
2億9949万円
（4.9％）

繰入金
4億5977万円（7.6％）

町債
4億7530万円（7.8％）

歳入

その他 3億1238万円（5.0％）

繰越金
2億7959万円（4.6％）

国庫支出金
4億5288万円（7.5％）
国庫支出金
4億5288万円（7.5％）

地方消費税交付金
1億1960万円（2.0％）

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業

※収益的…水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
※資本的…水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

※

※
6億  545万円
7449万円

7億9363万円
2億2757万円
2億3505万円

5億8110万円
7383万円

7億4915万円
2億  622万円
2億2502万円

会　 計　 別 歳  入  額 歳  出  額
水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

1億9969万円
5145万円

1億9778万円
1億  334万円

収　入 支　出

水道事業会計

総務費
21億7138万円
（37.1％）

民生費
7億6537万円
（13.1％）

土木費
8億2570万円
（14.1％）

消防費
1億8751万円
（3.2％）

公債費 5億2726万円（9.0％）

その他 7308万円（1.2％）

教育費
3億1060万円（5.3％）

農林水産業費
6億9214万円（11.8％）

商工費
9273万円（1.6％）

衛生費
2億904万円（3.6％）

町税 4億8076万円（7.9％）

歳出
寄附金
6億5414万円（10.8％）

使用料および手数料
3690万円（0.6％）

決 算 審 査 決 算 審 査

決算審査特別委員会

荒澤　広光  委員長
あらさわ ひろみつ

齊
藤  

徹
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　
決
算
関
係
書
類
を
審
査
の
結
果
、
法

令
に
適
合
し
、
計
数
は
正
確
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
且
つ
、
予
算
の

執
行
、
会
計
・
経
理
事
務
の
処
理
並
び

に
財
産
の
取
得
・
管
理
・
処
分
に
つ
い

て
も
適
正
と
評
価
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判

断
比
率
は
各
比
率
と
も
基
準
値
を
下
回

り
、
当
町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
も
、
特
筆
に
値
す
る
成

果
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

　
第
一
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
。
学
生
・
教
職
員

用
ア
パ
ー
ト
全
戸
が
満
室
と
な
っ
た
。

こ
の
快
挙
は
専
門
職
大
学
建
学
の
意
義

を
い
ち
早
く
認
識
し
た
施
策
と
、
各
課

か
ら
横
断
的
に
選
任
さ
れ
た
職
員
チ
ー

ム
の
結
束
力
の
成
果
。

　
第
二
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進

事
業
。
第
７
次
総
合
発
展
計
画
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
基
づ
き
、
積

雪
深
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
を

始
め
、
先
進
的
な
事
業
へ
の
果
敢
な
挑

戦
と
そ
の
成
果
。

　
第
三
、
山
形
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

自
治
体
を
目
指
し
て
。
①
ふ
る
さ
と
納

税
の
人
口
１
人
当
た
り
の
寄
付
額
が
、

３
年
連
続
し
て
県
内
第
１
位
②
山
形
県

市
町
村
税
徴
収
率
（
現
年
課
税
分
）
が
、

７
年
間
県
内
１
位
。
担
当
者
並
び
に
関

係
各
位
の
取
組
み
姿
勢
を
、
高
く
評
価

致
し
た
い
。

補
足
意
見

　令和５年度決算審査は、会期中の９月６日から１０日まで特別委員会を設置

し、委員長に荒澤広光、副委員長に伊藤欽一を選任し、一般会計、５特別会計、

水道事業会計を慎重に審査しました。

財
政
の「
見
え
る
化
」で

　
　
　
　健
全
な
運
営
を

一般会計

歳入歳出差引額 2億2388万円

歳入（60億7869万円） 歳出（58億5481万円）

　決算審査特別委員会は、７会計について町長以下職員の説明を受け、各委
員から多くの質疑が挙がり予算執行状況を慎重に審査した結果、妥当と判断
しました。
　財政健全化比率は基準値を下回り健全であるが、町民の更なる生活向上に
向けて「ふるさと納税の人口１人あたり寄付額」３年連続、「市町村税徴収
率」７年連続県内１位を継続しており今後も期待いたします。

決算審査特別委員会委員長報告

議
員
　令
和
５
年
度
の
た
ば
こ
税
額
は
２
３
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
が
、
過
去
３
年
間
の
推
移
は
。

住
民
税
務
課
長
　
令
和
２
年
度
約
２
０
１
２
万
円
、
令
和

３
年
度
約
２
３
１
８
万
円
、
令
和
４
年
度
約
２
４
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　令
和
５
年
度
の
利
用
件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
住
民
票
１
８
６
件
、
印
鑑
証
明
書
１
５

０
件
、
合
わ
せ
て
３
３
６
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
　令
和
５
年
12
月
に
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
の
管
理
不
全
と
認
定
さ
れ
た
空

き
家
は
何
件
か
。

地
域
整
備
課
長
　
令
和
４
年
９
月
の
調
査
で
は
危
険
度
Ｃ

（
老
朽
化
が
激
し
い
）
が
22
件
、
危
険
度
Ｄ
（
危
険
が
切

迫
）
が
25
件
、
令
和
６
年
２
月
時
点
で
は
危
険
度
Ｃ
が
18

件
、
危
険
度
Ｄ
が
23
件
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

議
員
　町
報
を
保
存
す
る
の
に
穴
が
空
い
て
い
な
い
と
不

便
で
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
開
け
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多

い
が
対
応
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
穴
を
空
け
る
と
文
章
の
文
字
数
や
写

真
の
掲
載
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
開
い
た
と
き

に
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
写
真
や
文
章
の
掲
載
に
よ
り
、
魅

力
的
な
広
報
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
た
め
、
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
議
員
　積
雪
調
査
場
所
の
箇
所
と
箇
所
数
は
。

総
務
課
長
　
野
町
内
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
舟
形
小
学

校
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
西
又
町
内
、
松
橋
町
内

の
６
カ
所
に
な
り
ま
す
。

議
員
　ふ
な
が
た
楽
々
あ
っ
た
か
１
０
０
歳
住
宅
補
助
金

は
高
断
熱
高
気
密
住
宅
補
助
と
併
用
可
能
な
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
や
ま
が
た
省
エ
ネ
健
康
住
宅
の
認
証
を

受
け
る
こ
と
が
採
択
要
件
で
併
用
は
可
能
で
す
。
加
え
て
、

窓
部
を
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
、
高
断
熱
材
の
基
準
以
上
が
対

象
に
な
り
、
新
築
１
０
０
万
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
30

万
円
が
補
助
金
の
上
限
に
な
り
ま
す
。

議
員
　社
会
福
祉
協
議
会
と
町
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
設
置
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を

講
師
に
招
き
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
た
ば
こ
税

質
答

応
疑

歳 

入

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
発
行

歳 

出

空
き
家
対
策

町
内
の
積
雪
調
査
場
所

町
報
に
保
存
用
穴
を

省
エ
ネ
住
宅
補
助

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

休日も含めて6：30～23：00まで利用可能

トリプルガラスを使用した
高気密・高断熱住宅
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議
員
　
「
て
と
て
」
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
関
わ
る
事
業
と
、

介
護
予
防
教
室
の
講
師
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
町
内
に
い
る
脳
ト
レ
講
師
は
活
用
で
き

な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
ゲ
ン
キ
ー
介
護
予
防
教
室
を
高
齢
者
対

象
に
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子
ふ
れ
あ
い

教
室
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
外
部
に
講
師
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
に
適
任
者
が
い
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
学
生
送
迎
用
バ
ス
を
購

入
し
た
が
、
現
在
の
利
用
者
は
何
名
か
。
ま
た
、
１
年
目

か
ら
の
リ
ー
ス
補
助
の
考
え
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
学
生
10
人
が
利
用
で
き
る
が
、
も
と

も
と
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
の
で
利
用

者
数
は
日
に
異
な
り
ま
す
。
１
年
目
か
ら
の
リ
ー
ス
の
補

助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
西
堀
地
区
の
高
規
格
道
路
騒
音
調
査
は
平
日
に
実

施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
交
通
量
の
多
い
土
日
に
実
施
で
き

な
い
の
か
。

地
域
強
靱
化
対
策
室
長
　
現
在
の
交
通
量
以
上
の
状
況
に

な
り
ま
し
た
ら
、
更
に
調
査
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

　
休
日
の
調
査
に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て
の
民
間
住
宅
の
活
用
方
法
は
。

農
業
振
興
課
長
　
地
域
の
皆
さ
ん
と
学
生
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
学
生
さ
ん
が
自
主
的
に
使
え
る
よ
う
な

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
災
害
時
に
富
田
排
水
機
場
ポ
ン
プ
２
台
の
内
１
台

し
か
稼
動
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
県
道
が
冠
水
し
た
の

で
は
。
性
能
が
ア
ッ
プ
し
た
ポ
ン
プ
の
設
置
は
出
来
な
い

の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
２
基
稼
働
す
れ
ば
、
内
水
の
水
引
時
間

の
短
縮
に
は
な
っ
た
と
想
定
で
き
ま
す
。
農
林
水
産
省
の

事
業
で
あ
り
、
現
在
は
水
稲
が
冠
水
し
72
時
間
以
内
に
排

水
で
き
る
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
補
助
対
象
は
同
じ
性
能

と
な
り
ま
す
。

健
康
ポ
イ
ン
ト

学
生
送
迎
バ
ス

騒
音
調
査

交
流
サ
ロ
ン
の
活
用

富
田
排
水
機
場

議
員
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
管
理
状
況
は
。

教
育
課
長
　
車
両
が
古
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
予

備
の
バ
ス
を
活
用
し
て
送
迎
に
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
の
成
果
は
。

教
育
課
長
　
小
学
校
で
は
全
国
学
力
調
査
の
結
果
は
全
般

的
に
県
平
均
、
全
国
平
均
と
も
に
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
平
均
値
に
対
し
わ
ず
か
に
到
達
し
て
い
な
い
状

況
で
す
。

議
員
　
国
民
健
康
保
険
で
、
５
４
３
名
の
方
が
特
定
検
診

を
受
け
て
い
る
が
、
町
独
自
の
１
０
０
０
円
で
受
診
で
き

る
３
項
目
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
受
け
た
方
は
何
名
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
課
長
　
３
４
３
名
の
方
が
検
査
を
受
け
て
お
り
、

受
診
率
は
63
％
に
な
り
ま
す
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
ん
な
機
会
を

利
用
し
て
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
現
在
、
全
国
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
、
水
道
水

中
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
当
町
の
含
有
率
は
。

地
域
整
備
課
長
　
検
査
に
つ
い
て
は
任
意
で
あ
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
検
査
測
定
で
き
る
下
限
値

以
下
の
値
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
世
田
谷
区
の
山
崎
小
学
校
、
代
沢
小
学

校
の
２
校
と
長
い
交
流
を
行
っ
て
き
た
が
、
来
年
度
か
ら

山
﨑
小
学
校
１
校
に
な
る
経
緯
は
。

教
育
課
長
　
舟
形
小
学
校
の
児
童
１
名
に
対
し
て
、
世
田

谷
区
の
児
童
５
名
程
度
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
状
況
で
、

人
数
の
差
が
大
き
く
近
年
課
題
で
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
山
崎
小
学
校
と
の
交
流
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員
　
備
品
購
入
費
29
万
円
で
何
を
購
入
し
、
活
用
方
法

は
。

教
育
課
長
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ボ
ー
ド
６
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
利
用
方
法
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
閉
鎖
後
、
海
洋
性
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
４
回
開
催
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
活
用
を
し
て
お
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
等
拡
充
検
診

水
道
事
業

児
童
交
流

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

決 算 審 査 決 算 審 査

ス
ク
ー
ル
バ
ス

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業

サ
ッ
プ

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

改修工事が順調に進んでいる交流サロン楽しかった小国川での川あそび

冠水から水田を守る富田排水機場ＳＵＰボードを多用に活用。体格を考慮してＳ･Ｍタイプを完備
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議 案 の 採 決 状 況

★１ 水害対策の現状と課題は
★２ 鳥獣被害対策の充実を

10ページ
小国  浩文　議員

若 者 に よ る 模 擬 議 会若 者 に よ る 模 擬 議 会

おぐに ひろふみ

★１ 若者の町定着・回帰への取組みを問う
★２ 西ノ前遺跡公園今後の整備計画は

12ページ
伊藤  廣好　議員
いとう ひろよし

★１ 今後の指定管理者制度の見直しは
★２ 山間地の集水域の豪雨対策は

14ページ
叶内  昌樹　議員
かなうち まさき

★１ 最上川増水に伴う内水氾濫の検証を
11ページ

荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

★１ 部活動改革の経過を問う
13ページ

奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

★１ 縄文の女神の里帰りは
★２ 女神のシンボルタワーの建設を

15ページ
佐藤  広幸　議員
さとう ひろゆき

＊ 議長は採決に加わらない。　※ 報告は採決を行わない。

令和６年 第２回臨時会　議案の採決状況

令和６年 第３回定例会　議案の採決状況

議案第58号　最上広域市町村圏事務組合規約の一部変更について
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　太

奥
山
謙
三

石
山
和
春

小
国
浩
文

伊
藤
欽
一

荒
澤
広
光

叶
内
昌
樹

伊
藤
廣
好

議　　案　　名
議
案
番
号

採
決
結
果

欠 退 除○賛成　　×反対　　○欠席　　○退席　　○除斥

21人

会議種別
◆令和６年 第３回定例会  会期及び審議内容 ※本会議前、議会運営委員会及び全員協議会を実施

午前（10:00～12:00） 午後（13:00～16:00） 議会中継視聴者数傍聴者数会　期

2人

23人4人

－－

－－
－1人

－－

4人－

・町長行政報告
・一般質問２名
・議案審議（報告３号､ 議案51号～59号）

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

休　会

・一般質問４名

各常任委員会（総務文教・産業振興）
全員協議会

各常任委員会（総務文教・産業振興）
全員協議会

決算審査特別委員会
休　　会

９月４日（水） 本会議

９月５日（木） 本会議

９月６日（金） 本会議

９月７～８日（土～日） 休会
９月９日（月） 委員会

９月10日（火） 委員会

９月11日（水） 本会議
・決算審査特別委員会審査報告
・議案審議（議案58号､ 60号～61号）

・閉会中の所管事務調査報告
・議員派遣の件

承認9～10号

承認11号

議案48号

議案49～50号

令和６年度舟形町一般会計補正予算（第２号､第３号）の専決処分の承認

令和６年度舟形町水道事業会計補正予算（第２号）の専決処分の承認

令和６年度舟形町一般会計補正予算（第４号）

令和６年度舟形町上下水道事業会計補正予算（第３号､第１号）

※
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報告3号

議案51号

議案52～53号

議案54～55号

議案56号

議案57号

議案58号

議案59号

議案60～61号

認定1号

認定2～6号

認定7号

令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

令和６年度舟形町一般会計補正予算（第５号）

令和６年度舟形町特別会計補正予算（第１号）

令和６年度舟形町上下水道事業会計補正予算（第４号､第２号）

災害による被害者に対する町税の特例に関する条例の設定

舟形町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

最上広域市町村圏事務組合規約の一部変更

山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更

舟形町教育委員会委員の任命

令和５年度舟形町一般会歳入歳出決算の認定

令和５年度舟形町特別会計歳入歳出予算の認定（５件）

令和５年度舟形町水道事業会計決算の認定

反対討論
　新庄・最上地域の町村は予算の多

くを地方交付税に依存しており、人

口減少で組織のスリム化を検討する

時期であります。

　最上広域市町村事務組合には事務

局長職があり、新たに「副管理者と

して厚遇な特別職」の配置は今後、

事務負担金の増額が予想され危惧し

ております。規約変更に反対します。伊藤  廣好 議員

賛成討論
　新聞、テレビ等で最上広域に関するさまざまな報道
があります。
　議案内容について丁寧な説明がありましたが、同組
合組織内に何らかの問題があるのではないかと感じま
した。
　私は報道を見聞きし、大変残念に思います。
しかし毎日その組織の中で働く職員の方は、さぞ苦痛
なのではないでしょうか。
　働く職場が快適でなければ、業務にも影響を与えか
ねません。
　何が問題なのか、早急に究明を行い快適な職場環境
を取り戻すために、他の役職と兼務の副管理者を暫定
的に置くことに賛成いたします。

荒澤  広光 議員

〈一般質問  掲載要綱〉　　　　★マークのついた内容を一般質問本文へ掲載。
●一般質問本文への掲載件数は､２件以内で３件以上はタイトルのみ掲載。
●本文の字数は､質問100字以内､答弁は200字以内のため､内容を要約して掲載。

〈一般質問  掲載要綱〉
●一般質問本文への掲載件数は､２件以内で３件以上は
　タイトルのみ掲載。
●本文の字数は、質問300字以内､答弁は500字以内の
　ため､内容を要約して掲載。
　　★マークのついた内容を一般質問本文へ掲載。

町 政 を 問 う
一般質問に６人が登壇

模擬議員８人が登壇

★１ 魅力あふれる堀内であり続けるために
16ページ

齊藤  寿子　さん
さいとう ひさこ

★１ 一人暮らしの方への町の支援策は
17ページ

沼沢　  龍　さん
ぬまざわ りゅう

★１ ＵＪＩターンの現状と今後の取り組みは 
16ページ

井上  洋平　さん
いのうえ ようへい

★１ 軽量鉄骨造りカーポートに補助を
17ページ

河合  隆司　さん
かわい りゅうじ

★１ 高齢者の福祉サービスについて問う
18ページ

髙橋  里美　さん
たかはし さとみ

★１ こどもの居場所づくりについて
19ページ

沼澤  寛美　さん
ぬまざわ ひろみ

★１ 舟形町の少子化対策を問う
18ページ

髙橋  健一　さん
たかはし けんいち

★１ 地域おこし協力隊について
★２ 移住定住・専門職大の学生について

19ページ
佐藤  浩二　さん
さとう こうじ

副管理者は必要か。
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内水氾濫により冠水した町道堀内川端線

氾濫危険水位まで達した最上川（堀内橋）

予備ポンプもフル稼働

生活圏に近付いてきた猛獣

最上川増水に伴う
　　  内水氾濫の検証を

質
問
　
７
月
２５
日
か
ら
の
豪

雨
に
よ
り
堀
内
川
端
線
の
内

水
位
が
上
昇
し
、
消
防
団
は

建
設
業
者
と
連
携
し
排
水
ポ

ン
プ
の
据
え
付
け
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
す
る
基
準
は
明
確
か
。

　
今
回
の
内
水
位
は
排
水
ポ

ン
プ
専
用
の
配
電
盤
ま
で
約

３５
㎝
の
高
さ
ま
で
上
昇
し
安

全
な
場
所
へ
の
移
設
、
増
設

が
急
務
な
の
で
は
。

町
長
　
最
上
川
の
水
位
5.2
ｍ

に
達
し
た
段
階
で
水
防
団
出

動
と
な
り
、
以
後
は
現
場
の

部
隊
長
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
配
電

盤
の
移
設
、
増
設
に
よ
り
ポ

ン
プ
稼
働
台
数
を
増
や
す
こ

と
な
ど
の
対
応
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
　
堀
内
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
は
水
、
乾
パ
ン

等
の
食
料
品
を
備
蓄
さ
れ
て

い
る
が
、
堀
内
側
の
緊
急
避

難
所
に
も
同
様
に
分
散
備
蓄

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
食
料
品
の
備
蓄
に
つ

い
て
は
、
各
堀
内
地
区
の
町

内
会
と
相
談
し
、
検
討
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
　
堀
内
地
区
に
通
ず
る

県
道
は
全
て
通
行
止
め
に
な

り
、
急
病
人
、
火
災
等
の
発

生
を
想
定
し
最
上
小
国
川
沿

い
の
堤
防
道
路
を
整
備
し
緊

急
時
の
補
完
道
路
と
し
て
要

望
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

町
長
　
大
雨
等
の
災
害
時
は
、

決
壊
や
越
水
の
危
険
も
あ
る

こ
と
か
ら
堤
防
の
通
行
は
な

る
べ
く
控
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
避
難
道
路
と

し
て
現
行
の
１
車
線
を
２
車

線
に
す
る
な
ど
、
要
件
等
を

整
備
し
た
場
合
に
兼
用
道
路

と
し
て
の
利
用
が
可
能
と
な

る
場
合
が
あ
り
国
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
　
今
回
の
被
害
を
関
係

者
で
再
検
証
す
る
こ
と
が
急

務
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
令
和
元
年
度
に
、
最

上
川
中
流
大
規
模
氾
濫
時
の

減
災
対
策
協
議
会
に
よ
る

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
事
業
」
を
堀
内

地
区
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
維
持
・
継

続
・
強
化
を
目
的
に
堀
内
、

瀬
脇
、
実
栗
屋
町
内
会
及
び

国
土
交
通
省
新
庄
河
川
事
務

所
、
舟
形
町
、
地
元
消
防
団

が
一
緒
に
な
っ
て
、
浸
水
範

囲
や
安
全
な
避
難
経
路
の
認

等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
度

の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

今
後
、
新
た
な
課
題
も
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
内
水
処
理
や
避
難
に

関
す
る
様
々
な
現
状
や
課
題

を
整
理
し
、
関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
、
住
民
の
皆
様

が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

排水ポンプ稼働台数を増強を検討

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
令
和
６
年
７
月
２５
日

の
夜
間
に
今
ま
で
経
験
し
た

事
が
な
い
記
録
的
な
集
中
豪

雨
が
起
き
、
新
庄
、
最
上
地

区
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

今
後
の
復
旧
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
町
で

も
舟
形
第
１
町
内
で
崖
崩
れ

に
よ
り
家
屋
の
崩
壊
や
、
農

地
へ
の
冠
水
、
第
３
町
内
寺

下
地
区
で
床
上
浸
水
な
ど
多

く
の
災
害
が
あ
り
、
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
寺
下
地
区
に
お
い

て
昨
年
増
水
対
策
の
堤
防
が

完
成
し
、
排
水
ポ
ン
プ
も
常

設
さ
れ
、
予
備
ポ
ン
プ
も
使

用
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ

れ
で
も
浸
水
を
止
め
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
状
態

を
解
消
す
る
た
め
新
た
な
機

能
強
化
を
図
る
考
え
が
あ
る

の
か
。

町
長
　
２５
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
、
昨
年
度
設
置
し
た
常

設
の
排
水
ポ
ン
プ
３
台
を
稼

働
し
、
２６
日
深
夜
か
ら
は
、

予
備
ポ
ン
プ
３
台
も
稼
働
し
、

正
午
ま
で
排
水
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
対
策
の
１
点
目
が
、
令
和

５
年
度
に
完
成
し
て
お
り
ま

す
オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
と
排
水
ポ

ン
プ
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
は
舟
形
観
測

所
の
河
川
水
位
が
３
ｍ
を
超

え
た
と
こ
ろ
で
閉
じ
、
河
川

か
ら
寺
下
地
区
へ
の
流
入
を

防
ぎ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
内

水
の
上
昇
は
、
ポ
ン
プ
排
水

に
よ
り
対
応
し
ま
す
が
、
排

水
能
力
は
、
山
地
排
水
を
大

堰
が
受
け
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
５０
年
に
１
回
の
確
率

雨
量
か
ら
内
水
解
析
し
、
口

径
１
５
０
㎜
ポ
ン
プ
６
基
と

口
径
８０
㎜
ポ
ン
プ
２
基
の
毎

分
１３
ｔ（
ト
ン
）で
整
備
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
夫
婦（
め
お
と
）

川（
が
わ
）の
排
水
樋
門（
ひ

も
ん
）を
閉
じ
た
と
き
の
排

水
ポ
ン
プ
の
整
備
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
の
充
実
を

環
境
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

　
　
　
　
　
　
　沿
っ
て

質
問
　
国
に
お
い
て
今
年
4

月
に
有
識
者
会
議
を
経
て
、

駆
除
な
ど
に
対
し
て
国
か
ら

資
金
な
ど
が
出
る
指
定
管
理

鳥
獣
に
ク
マ
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
当
町
の
町
猟
友
会
へ

の
支
援
内
容
は
、
県
内
の
鳥

獣
被
害
が
大
き
い
地
域
と
比

べ
て
も
見
劣
り
し
な
い
水
準

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
支
援
も
、
こ
れ
ま
で
町

猟
友
会
と
話
し
合
い
を
重
ね

な
が
ら
支
援
内
容
を
構
築
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
捕
獲
時
の
報
奨
金
に
つ
い

て
は
現
状
イ
ノ
シ
シ
の
み
を

対
象
と
し
て
お
り
、
ク
マ
に

つ
い
て
は
交
付
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　
当
町
と
し
ま
し
て
は
、
町

猟
友
会
と
協
議
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
増
額
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
町
と
し
ま
し
て

は
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

ク
マ
が
指
定
管
理
鳥
獣
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
駆

除
対
策
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
住
宅
集
合
地
域
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
県
の
方
針
の
変
更

を
待
っ
て
、
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
夫
婦
川
に
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
を
検
討

水
害
対
策
の
現
状
と
課
題
は

荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

小国  浩文　議員
おぐに ひろふみ

動画はこちらから→ ←動画はこちらから

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長



1213 令和６年１０月号令和６年１０月号

早期の体制構築が求められる部活動

ふながたWAKU WAKU WORK（舟形中）

西ノ前遺跡公園「女神の郷」

部活動改革の経過を問う

質
問
　
私
は
、
令
和
４
年
１２

月
定
例
会
で
部
活
動
改
革
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
際
の
回
答
に
解

決
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
①

受
け
皿
と
な
る
地
域
団
体
等

の
整
備
や
支
援
　
②
指
導
者

の
質
の
保
障
・
量
の
確
保
　

③
中
体
連
な
ど
の
大
会
の
在

り
方
　
④
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関

す
る
能
力
を
評
価
す
る
推
薦

入
試
等
に
つ
い
て
、
多
様
な

観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
の

回
答
に
つ
い
て
、
経
過
や
移

行
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
、

P
T
A
役
員
、
保
護
者
会
、

各
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
よ

る
情
報
交
換
会
を
重
ね
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
な
ど
し
、
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
い
旨
の

回
答
で
し
た
が
、
設
置
さ
れ

た
の
か
、
検
討
さ
れ
て
い
る

で
あ
れ
ば
経
過
等
を
教
え
て

頂
き
た
い
。
途
中
経
過
の
回

答
に
な
る
と
思
う
が
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
令
和
５
年
７
月
に
舟

形
町
部
活
動
改
革
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
休
日
部
活
動

の
地
域
移
行
に
向
け
た
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

中
学
校
と
部
活
動
保
護
者
と

の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
令
和
８
年
度

か
ら
休
日
部
活
動
を
地
域
に

移
行
す
る
こ
と
を
共
有
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
状

況
で
す
。
令
和
８
年
度
か
ら

の
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

の
当
町
の
体
制
（
案
）
に
つ

い
て
、
現
在
の
常
設
部
に
限

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ク

ラ
ブ
運
営
受
け
皿
を
、
舟
形

町
教
育
委
員
会
が
事
務
局
と

し
て
担
い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
に
関
す
る
事
、
指

導
者
の
資
質
向
上
等
を
担
う
。

各
ク
ラ
ブ
の
運
営
主
体
は
保

護
者
会
が
担
い
、
ク
ラ
ブ
で

の
活
動
は
原
則
、
受
益
者
負

担
で
行
い
、
指
導
は
各
ク
ラ

ブ
の
指
導
者
が
行
う
。
中
学

校
体
育
連
盟
・
文
化
連
盟
主

催
以
外
の
大
会
等
に
は
ク
ラ

ブ
と
し
て
出
場
し
、
保
護
者

や
ク
ラ
ブ
指
導
者
が
引
率
し

ま
す
。
持
続
可
能
な
体
制
を

構
築
、
少
子
化
の
中
で
も
将

来
に
わ
た
り
生
徒
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
も
広

域
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

持続可能な体制の構築を進める

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
少
子
化
・
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、
若
者
、
女
性

の
流
出
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

若
者
定
着
・
回
帰
に
む
け
た

町
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
　
最
上
地
域
の
企
業
や

団
体
と
連
携
し
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
出
張
職
業
体

験
会
や
高
校
生
を
対
象
と
し

た
「
新
庄
・
最
上
ジ
モ
ト
大

学
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地

域
の
企
業
紹
介
や
仕
事
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
、
就
職
や
Ｕ
タ
ー
ン
及

び
定
住
を
考
え
る
際
に
、
舟

形
町
が
選
択
肢
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
や
保
育

環
境
を
拡
充
し
、
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
へ
の
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
女
性
が
活
躍
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
研
修
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

質
問
　
町
に
お
い
て
、
女
性

の
定
着
・
回
帰
の
た
め
に
働

き
や
す
い
職
場
、
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
町

内
会
、
企
業
、
商
工
会
、
施

設
等
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

意
識
改
革
を
醸
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
　
舟
形
町
は
、
比
較
的

男
尊
女
卑
は
な
く
、
共
稼
ぎ

の
家
庭
が
多
く
、
意
外
と
う

ま
く
い
っ
て
い
る
状
況
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
　
女
性
活
躍
推
進
の
中

で
、
舟
形
町
は
管
理
職
１２
名

中
、
女
性
管
理
職
は
い
な
い
。

最
上
管
内
で
も
各
市
町
村
で

登
用
さ
れ
て
お
り
、
女
性
管

理
職
の
登
用
を
今
後
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
女
性
管
理
職
を
登
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
ミ
ン
グ
の
中
で
そ
れ
が
で

き
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
だ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
要

望
は
承
っ
て
お
き
ま
す
。

西
ノ
前
遺
跡
公
園
今
後
の

　
　
　
　
　整
備
計
画
は

自
然
景
観
に
配
慮
し

　
　
　
　現
公
園
を
維
持

質
問
　
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
西
ノ
前
遺

跡
公
園
「
女
神
の

郷
」
が
平
成
２９
年
に

整
備
さ
れ
て
７
年
に

な
り
ま
す
が
、
水
洗

ト
イ
レ
や
東
屋
な
ど

の
設
置
を
、
地
域
住

民
か
ら
要
望
あ
る
が
、

今
後
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長
　
西
ノ
前
遺
跡
公
園
は
、

縄
文
の
女
神
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、

遺
跡
地
一
帯
の
保
存
を
目
的

に
整
備
さ
れ
自
然
景
観
に
配

慮
し
て
開
園
さ
れ
ま
し
た
。

水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
公
園
整
備
の
際
に
、

計
画
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
汚
水
の
処
理
方
法

な
ど
の
衛
生
面
や
自
然
保
護

の
観
点
か
ら
、
地
元
住
民
の

合
意
が
得
ら
れ
ず
、
設
置
し

な
い
こ
と
に
判
断
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問
　
水
洗
ト
イ
レ
設
置
費

は
い
く
ら
位
か
か
る
の
か

町
長
　
浸
透
式
水
洗
ト
イ
レ

設
置
費
は
当
時
の
見
積
で
４
，

５
０
０
万
円
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。

国
・
県
と
連
携
、
定
着
・
回
帰
の
環
境
を
構
築

若
者
の
町
定
着
・
回
帰
へ
の
取
組
み
を
問
う

奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

伊藤  廣好　議員
いとう ひろよし

動画はこちらから→ ←動画はこちらから

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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役場入口に新設された五体の国宝土偶のレプリカ

町民を見守るように立つ女神

10月より公募を開始。多様な活用を求む｡

豪雨毎に氾濫する権現沢川（町全体の集水域の見直しを）

縄文の女神の里帰りは

質
問
　
縄
文
の
女
神
の
里
帰

り
に
つ
い
て
町
で
は
、
令
和

４
年
度
に
「
縄
文
の
女
神
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
基
本
構
想
」
を

ま
と
め
検
討
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
基
本
構
想
は
具
体

的
に
ど
の
様
に
進
ん
で
い
る

の
か
質
問
し
ま
す
。

　
ま
た
山
形
県
で
は
県
立
博

物
館
の
移
転
計
画
の
議
論
中

で
す
、
新
県
立
博
物
館
の
メ

イ
ン
の
展
示
物
に
「
縄
文
の

女
神
」
が
置
か
れ
て
し
ま
え

ば
、
町
へ
の
里
帰
り
も
夢
に

終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。
町
民
の
熱
意
を
伝

え
る
た
め
に
も
里
帰
り
に
関

す
る
署
名
活
動
等
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

町
長
　
町
は
、
女
神
を
町
内

に
迎
え
展
示
、
収
蔵
す
る
た

め
の
施
設
「
縄
文
の
女
神
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）」
の
整

備
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
構

想
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
集
ま
り
、

つ
な
が
る
博
物
館
と
し
、
国

宝
土
偶
「
縄
文
の
女
神
」
の

展
示
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
用
い
た
文
化
財
の
展
示
や

体
験
型
演
出
の
導
入
、
カ
フ

ェ
や
特
産
品
販
売
、
観
光
情

報
と
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、

住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
、
複
合
施
設
化
を
図

る
な
ど
の
構
想
を
盛
り
込
ん

だ
内
容
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
１２
月
に
山
形

県
へ
「
縄
文
の
女
神
」
の
帰

還
に
関
す
る
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

　
内
容
は
国
宝
土
偶
「
縄
文

の
女
神
」
を
展
示
・
収
蔵
す

る
た
め
の
施
設
を
県
と
し
て
、

「
舟
形
町
内
に
整
備
す
る
こ

と
」
と
、「
そ
れ
が
困
難
な
場

合
に
は
、
町
と
し
て
施
設
を

整
備
す
る
構
想
も
あ
る
の
で
、

所
有
権
の
移
転
な
ど
県
と
し

て
所
要
の
対
応
及
び
協
力
を

行
う
こ
と
」
の
２
点
を
要
望

し
、
当
町
の
考
え
を
し
っ
か

り
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
、
機
運
が
高
ま
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
、

署
名
活
動
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、「
縄
文
の
女
神
」が

舟
形
町
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

女
神
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　の
建
設
を

大
き
な
建
築
物
は

　
　
　
　配
置
で
き
な
い

質
問
　
町
の
何
処
に
い
て
も

女
神
の
存
在
が
認
識
で
き
る

４５
ｍ
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
の

建
設
を
す
れ
ば
、
里
帰
り
へ

の
意
識
も
高
ま
り
県
へ
の
ア

ピ
ー
ル
に
も
な
る
と
考
え
ま

す
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
斬
新
な
お
考
え
で
す

が
、
遺
跡
地
一
帯
の
保
存
を

目
的
と
し
て
整
備
し
た
公
園

で
あ
る
た
め
、
地
下
の
遺
跡

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
大

き
な
建
築
物
は
配
置
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県へ「縄文の女神」帰還の
　　　　　　　　　  要望を行った

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
農
林
体
験
実
習
館
の

予
約
に
つ
い
て
は
個
人
の
予

約
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
町
に
は
コ
テ
ー
ジ

以
外
の
宿
泊
先
が
少
な
く
、

観
光
客
か
ら
は
食
事
付
き
の

宿
泊
先
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
指
定
管
理
者
は
今
年

度
で
委
託
先
の
指
定
管
理
が

終
了
し
ま
す
。
今
後
民
間
企

業
等
に
対
し
て
公
募
を
し
て

い
く
考
え
は
な
い
の
か
町
長

に
伺
い
ま
す
。

町
長
　
農
林
漁
業
体
験
実
習

館
に
お
い
て
は
、
運
営
業
務

仕
様
書
が
あ
り
、
宿
泊
は
１０

人
未
満
の
場
合
は
利
用
さ
せ

な
い
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
指
定
管
理
者
の
裁
量

に
よ
り
、
４
人
以
上
の
少
人

数
の
予
約
に
も
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
食
事

の
提
供
に
つ
い
て
も
、
希
望

が
あ
れ
ば
１５
人
程
度
ま
で
提

供
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
度
は
指
定
管
理
契
約
か

ら
３
年
目
で
最
終
年
度
と
な

っ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、

公
募
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

山
間
地
の
集
水
域
の
豪
雨

　
　
　
　
　
　
　対
策
は

余
水
吐
等
の
設
置
を
要
望

質
問
　
こ
の
度
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
河
川
は
も
と
よ
り
山

間
部
の
被
害
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
長
沢
地
区
の
権
現

沢
等
、
今
回
災
害
に
あ
っ
た

集
水
域
（
山
間
地
か
ら
雨
水

が
河
川
に
流
入
す
る
地
域
）

に
つ
い
て
、
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

町
長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
　
山
地
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
砂
防
え
ん
堤
に
よ

る
流
速
の
緩
和
や
土
砂
流
出

の
防
止
が
一
般
的
な
対
策
に

な
り
ま
す
。
町
で
も
近
年
の

災
害
状
況
に
よ
り
氾
濫
を
防

止
す
る
た
め
、
権
現
沢
に
つ

い
て
も
土
砂
や
流
木
が
民
家

等
へ
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
対

策
と
し
て
え
ん
堤
２
基
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

え
ん
堤
の
嵩
上
げ
な
ど
も
計

画
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

町
で
も
災
害
状
況
に
よ
り
氾

濫
を
防
止
す
る
た
め
、
余
水

吐
等
の
設
置
を
県
へ
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
ず

は
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
関

係
機
関
と
の
現
地
調
査
を
行

い
、
被
害
の
軽
減
が
図
れ
る

よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
公
募
を
進
め
る

今
後
の
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
は

佐藤  広幸　議員
さとう ひろゆき

叶内  昌樹　議員
かなうち まさき

動画はこちらから→ ←動画はこちらから
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既存ごみ袋（右･中）と他自治体ごみ袋（左）との比較 住宅建築が進む堀内分譲地

ひだまり第2分譲地造成により移住定住が促進されました学生用アパートに設置されているカーポート

魅力ある堀内で
　　 あり続けるために
合意形成が得られれば助成を検討する

若者による模擬議会 若者による模擬議会

質
問
　
旧
堀
内
小
学
校
跡
地

の
芝
生
広
場
に
ベ
ン
チ
や
遊

具
、
屋
根
の
あ
る
東
屋
や
水

飲
み
場
が
あ
れ
ば
、
幅
広
い

世
代
の
交
流
の
場
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
地
域
や
有
志
で

遊
具
を
含
め
た
公
園
の
管
理

や
見
守
り
は
で
き
な
い
も
の

か
町
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

町
長
　
子
ど
も
が
遊
ぶ
た
め

の
遊
具
の
設
置
の
他
に
、
堀

内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
町
の
提
案

に
対
し
て
地
元
町
内
会
役
員

に
よ
る
話
し
合
い
が
開
か
れ

ま
し
た
が
、
遊
具
の
管
理
や

施
設
の
除
雪
な
ど
年
間
を
通

じ
た
管
理
体
制
が
整
わ
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
十
分
な
回

答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
堀
内
地
区
の

地
域
運
営
組
織
に
お
い
て
、

堀
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
や

遊
具
及
び
公
園
の
維
持
管
理

に
対
す
る
合
意
形
成
が
得
ら

れ
れ
ば
、
必
要
な
活
動
に
対

し
て
補
助
金
に
よ
る
助
成
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

齊藤  寿子
さいとう ひさこ

ＵＪＩターンの
 現状と今後の取り組みは
情報発信をさらに進める

質
問
　
町
内
の
子
ど
も
や
保

護
者
へ
、
U
タ
ー
ン
に
つ
い

て
の
意
識
調
査
等
は
行
っ
て

い
ま
す
か
。
今
後
、
町
で
は

U
J
I
タ
ー
ン
の
形
態
の
中

で
、
ど
の
形
態
に
重
点
を
置

き
ま
す
か
。
町
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
今
後
見
直
し
等
は

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
短
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
お
け
る
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
に
関
す
る
実
績
は
、「
将
来
、

舟
形
に
住
ん
で
み
た
い
」
は
、

平
均
値
で
４１
・
4
％
、「
若
者

定
住
奨
学
金
支
援
事
業
」
利

用
後
の
町
内
居
住
者
数
は
、

令
和
５
年
度
末
の
実
績
で
４

人
、
移
住
施
策
の
展
開
は
、

令
和
５
年
度
末
実
績
、
年
間

２８
件
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ

の
意
識
調
査
「
地
元
で
働
く

こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た

か
」
の
項
目
は
、
９５
％
と
高

い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
重

点
を
置
く
点
は
、
移
住
定
住

の
た
め
の
情
報
発
信
や
相
談

窓
口
に
よ
る
対
応
の
更
な
る

推
進
に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
や

定
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

井上  洋平
いのうえ ようへい

一人暮らしの方への
　　　　　  支援策は
ニーズ調査を実施し検討する

質
問
　
近
年
増
え
て
い
る
一

人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
支
援
策

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

有
料
ご
み
袋
を
大
、
中
の
他

に
単
身
向
け
の
小
サ
イ
ズ
を

検
討
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
増
え
る
一
人
暮
ら
し
の

方
へ
の
新
た
な
施
策
や
支
援

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

町
長
　
現
在
舟
形
町
で
は
４５

リ
ッ
ト
ル
の
大
と
３０
リ
ッ
ト

ル
の
中
の
も
や
せ
る
ご
み
袋

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
小
さ

い
サ
イ
ズ
は
６
年
前
に
検
討

し
ま
し
た
が
、
需
要
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
見
送
っ
た

経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
世
帯

の
構
成
人
数
や
利
用
形
態
な

ど
に
よ
り
、
様
々
な
需
要
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
実
施
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
方
も
含
め
た
す
べ
て

の
町
民
が
、
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

沼沢  　龍
ぬまざわ りゅう

軽量鉄骨造り
　 カーポートに補助を
補助対象になるものと捉えている

質
問
　
近
年
は
カ
ー
ポ
ー
ト

が
設
置
さ
れ
た
住
宅
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

軽
量
鉄
骨
造
り
の
カ
ー
ポ
ー

ト
は
、
耐
震
性
に
優
れ
、
雪

下
ろ
し
作
業
も
軽
減
し
ま
す
。

若
い
世
代
が
定
住
し
や
す
く

す
る
た
め
に
も
、
建
築
に
補

助
を
し
て
は
い
か
が
か
町
長

に
伺
い
ま
す
。

町
長
　
軽
量
鉄
骨
は
、
屋
根

に
勾
配
が
つ
け
ら
れ
、
雪
下

ろ
し
の
負
担
軽
減
が
可
能
で

あ
り
、
耐
久
性
や
、
耐
震
性

に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
在
来
工
法
木
造
住
宅
建
築

補
助
金
は
、
町
内
の
業
者
が

施
工
す
る
車
庫
、
小
屋
、
物

置
の
建
築
に
つ
い
て
は
補
助

対
象
と
し
て
お
り
、
軽
量
鉄

骨
造
り
の
カ
ー
ポ
ー
ト
も
対

象
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　
補
助
金
制
度
つ
い
て
は
、

公
益
性
、
公
平
性
、
効
果
、

補
助
金
額
を
検
証
し
な
が
ら
、

社
会
情
勢
や
将
来
的
な
見
通

し
を
踏
ま
え
見
直
し
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

河合  隆司
かわい りゅうじ

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

町
長
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満室の学生・教員アパート

玄関先まで送迎してくれるデマンド型乗合タクシー

町の未来を担う子供たち（ほほえみ保育園運動会）

子どもの運動する時間が減るため｢共助｣｢公助｣により
建設されたコート（寒河江市）

高齢者の福祉サービス
　　　　  について問う
高齢者の不安を解消するための支援

若者による模擬議会 若者による模擬議会

質
問
　
免
許
返
納
し
て
か
ら

の
不
便
さ
や
住
み
づ
ら
さ
か

ら
、

　舟
形
町
独
自
の
や
り

方
で
高
齢
者
へ
の
移
動
支
援

は
無
い
も
の
な
の
か
、

　高

齢
者
の
方
々
が
今
以
上
に
安

心
し
て
過
ご
し
や
す
く
す
る

た
め
に
町
の
取
り
組
み
を
教

え
て
欲
し
い
。

町
長
　
他
自
治
体
で
は
自
治

会
が
主
体
と
な
り
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
通
院
や
買
い

物
へ
の
運
行
を
行
っ
て
い
る

事
例
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

当
町
に
お
い
て
は
、
町
内
会

等
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や

安
全
な
車
の
管
理
及
び
整
備

に
要
す
る
人
材
の
確
保
の
他
、

実
施
体
制
の
構
築
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
を
は
じ
め
各
種
事
業
を
引

き
続
き
展
開
し
て
行
き
た
い

考
え
で
す
。

髙橋  里美
たかはし さとみ

舟形町の
　  少子化対策を問う
保護者負担の軽減に努める

質
問
　
少
子
化
対
策
と
し
て

次
の
提
案
を
し
ま
す
。

①
企
業
誘
致
の
促
進

②
結
婚
、
出
産
、
入
学
祝
い

　金
の
増
額

③
め
が
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
の

　増
額

④
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
復
活

　

⑤
他
の
自
治
体
を
参
考
に
し

　た
町
づ
く
り

　以
上
に
関
し
て
町
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

町
長
　
①
令
和
５
年
度
よ
り

企
業
立
地
等
促
進
補
助
金
、

雇
用
促
進
等
補
助
金
制
度
を

設
置
。
②
結
婚
祝
い
金
は
今

年
度
よ
り
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、

引
っ
越
し
費
用
等
に
上
限
６０

万
円
を
予
算
化
。
出
産
は
第

１
子
１０
万
、
第
２
子
２０
万
、

第
３
子
以
降
３０
万
に
増
額
。

入
学
祝
い
金
は
未
実
施
。
③

商
品
券
は
国
の
経
済
対
策
の

予
算
動
向
を
見
て
検
討
。
④

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
減

の
た
め
困
難
。
⑤
町
の
教
育

支
援
策
と
し
て
町
が
受
講
料

全
額
負
担
の
「
放
課
後
オ
ン

ラ
イ
ン
公
営
塾
に
よ
る
学
力

向
上
事
業
」
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

髙橋  健一
たかはし けんいち

こどもの
  居場所づくりについて
今ある施設の活用

質
問
　
多
様
な
活
動
が
可
能

に
な
っ
た
今
、
こ
ど
も
達
の

運
動
不
足
へ
の
懸
念
や
文
化

活
動
に
適
し
た
居
場
所
の
整

備
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。
こ

ど
も
の
居
場
所
や
交
通
手
段

の
整
備
に
対
し
て
考
え
は
な

い
の
か
、
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
ど
も
の
居
場
所
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
町
に
は

各
学
区
に
そ
れ
ぞ
れ
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
文

化
活
動
拠
点
と
し
て
は
中
央

公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
新
た

に
魅
力
あ
る
施
設
を
建
設
、

管
理
運
営
、
維
持
等
に
つ
い

て
は
財
政
的
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
町
と
し
て
は
、
今
あ

る
施
設
を
多
目
的
に
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
町
内
の

各
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
発

信
し
ま
す
。
交
通
手
段
と
し

て
は
村
山
市
の
事
例
を
参
考

に
し
て
、
利
用
者
の
負
担
や

予
算
な
ど
も
含
め
総
合
的
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

沼澤  寛美
ぬまざわ ひろみ

地域おこし協力隊
　　　　　  について
退任後の定住活動をサポート

質
問
　
隊
員
の
住
ま
い
を
確

保
し
た
う
え
で
募
集
す
べ
き

で
は
、
ま
た
着
任
期
間
終
了

後
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
常
時
隊
員
の
住
居
を

確
保
す
る
の
は
経
費
も
嵩
み

で
き
ま
せ
ん
が
、
申
し
込
み

が
あ
っ
た
際
は
、
良
好
な
環

境
の
住
居
確
保
に
努
力
し
ま

す
。

　
活
動
内
容
や
卒
業
後
の
方

向
性
は
、
必
要
に
応
じ
話
し

合
い
を
持
ち
、
退
任
後
は
す

ぐ
定
住
で
き
る
よ
う
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

移
住
定
住
・
専
門
職
大
の

学
生
に
つ
い
て

質
問
　
近
場
で
の
買
物
の
問

題
等
を
解
決
せ
ず
、
ア
パ
ー

ト
だ
け
建
て
て
も
、
将
来
は

空
室
に
な
ら
な
い
か
。

町
長
　
買
物
等
は
町
だ
け
で

解
決
で
き
ま
せ
ん
が
、
要
望

の
あ
る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

や
自
販
機
の
設
置
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
2
年
次
か
ら
は

リ
ー
ス
車
に
補
助
を
検
討
し

て
お
り
、
買
物
や
移
動
支
援

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

佐藤  浩二
さとう こうじ

Q1

Q2

移
動
支
援
を
検
討

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

町
長

質
問
質
問

質
問

町
長

町
長
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貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。

◆表紙について
　・活気ある様子が伝わって、奥の緑から自然豊かであるものが感じられて良いと思います。
　・車好きが集まる盛大なイベントであることが伝わって良いと思います。
　・舟形町でのイベントでこれだけの方が来町されている事がわかる写真で素晴らしいと思う。
　・ヒストリックカーショーのにぎわいが伝わってくる。大盛況でよかったです。
　・大勢の人が集まり賑わったイベントの様子が伝わりました。
　・たくさんの車が集まったと思う。

◆採決状況について（４ページ）
　・わかりやすく、問題ないと思います。
　・全ての議案に賛成可決なので、町がもっと良くなるように期待します。
　・問題ないと思う。
　・議員のみなさん一人一人が慎重に審議されているのがわかります。
　・多くの議案が採決されているんですね。
　・採決の多さにびっくり！！

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。◆議会活動について（14～15ページ）
　・生活をしていて、目にすることができないこともあり、こうしてまとめて知ることができよても良い
　　と感じました。
　・町の為にも頑張って下さい。
　・いろんな活動に参加すると議員さんも参加されていて忙しい中ありがとうございます。
　・B＆Gの存続が議論されていますが、存続してほしいと思います。広報誌研修会などの活動をされて
　　いる議員のみなさんのおかげで大変見やすい議会だよりになっています。
　・模擬議会の開催を楽しみにしていましたが、大雨の影響で中止になり残念です。
　　次回の模擬議会開催を期待しています。
　・４月～６月と細かくやっている。

今回は議会だより199号（7月26日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しています。
いただいたご意見は十分参考にし、今後の編集に役立てていきます。

◆えがったなぁ、町民の声、編集後記について（16ページ）
　・議会だよりは堅い印象なので、このコーナーはとても良いと感じて、長く続けて欲しい。
　・町民の声が分かり良いページだと思った。
　・やっぱり子どもの写真はいいですね。
　・赤ちゃんの顔を見ると舟形町の明るい未来が想像できます。
　　私も昔の活気あった舟形町に戻ってほしいと思います。
　・赤ちゃんの写真はいつ見ても癒やされて良いですね。
　・赤ちゃんの笑顔はいいもの、それぞれにあって良い。

モニターさんのご意見にお答えします
Ｑ１．このたびの水害により地区消防団は夜も徹して町内の活動してくれてい
　　るのを目にしました。雨に打たれながら土嚢を積んだり交通整理をしてく
　　れたりと…消防団員には防寒着などしっかり支給してもらいたいです。団
　　員に感謝しかありません。

Ａ１．舟形町では、消防庁の「消防団の装備の基準」に基づき消防団員へ雨具
　　を貸与し、安全かつ円滑な活動を支援しております。また、令和６年11
　　月中には防寒着も配備し、冬季間の活動を支援してまいります。

◆第１回臨時会、定例会概要、質疑応答について（２～３ページ）
　・ピックアップされた補正予算にPOINTとして補足があり分かりやすかった。
　・中央公民館の駐車場が増える事は有難い。
Q1.このたびの水害により地区消防団は夜も徹して町内の活動してくれているのを目にしました。雨に打
　　たれながら土嚢を積んだり交通整理をしてくれたりと…消防団員には防寒着などしっかり支給しても
　　らいたいです。団員に感謝しかありません。
　・長尾橋の長寿命化工事など町民が安心安全な暮らしができ、大変ありがたいです。
　　まんさくの再開も助かっています。
　・｢産直まんさく」の新オープン、うれしく思います。
　・２～３Pの特にまんさくについて、少しでも除雪が良くなるのは良い。

◆一般質問について（５～11ページ）
　・動画をみれるのがとても良いと感じる。
　・各議員さんが町民の立場となって、町民からの信頼を得られるように頑張って下さい。
　・今回の災害にあたり一人暮らしの対策はとても大切だと思い、少しでも見守ってくれる体制が増える
　　といいなぁと思う。
　・一人暮らしをしている老人の方が、不安にならないような活動がされていて福祉に手厚いと思います。
　　これからもよろしくお願いします。
　・HPVワクチンの男性特有のがん予防になることを初めて知りました。
　　女性同様の公費接種が早期に実現されると良いと思います。
　・私個人として11Pの１人ぐらしの問題が№１。

◆議会・町に対する意見等、その他
　・今、舟形町で起きていること、議会で論議されていることを、もっと広く、町外にいる若者などにも
　　届くようになってほしい。SNSでの発信は効果的だと思いますので、そのSNSをどう届けるかの工
　　夫が必要であると感じます。
　・舟形町にお嫁さん、婿さんに来たいと思える町づくりを頑張って欲しいです。
　・みなさん災害復旧に議員さんはじめ大変だと思います。今が町の団結の時だと思います。協力出来る
　　ことあるかもしれません。気軽に声をかけてボランティアなど参加していければと思います。
　　どのように動くといいのか教えて頂きたいです。
　・７月25日の豪雨の迅速な災害復旧ありがとうございます。
　　農業者で被災されている方への支援をお願いします。
　・今回の大雨による災害の被害を教訓にして、施設、機械等の改良、改善など再度確認し、被害が最小
　　限に抑えられれば良いと思います。
　・モニターは一種の意見で大切なものである。

モニターの声
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議 会 活 動 議 会 活 動

新たな保育体制に期待総務文教常任委員会所管事務調査報告

表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は 12月上旬に開催される予定です｡

　｢議会だよりふながた｣を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
７
月

　
10
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

　
16
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
17
日
　
第
41
回
山
形
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
山
形
市
）

　
22
日
　
令
和
６
年
度
知
事
と
町
村
議
会
議
長
と
の
意
見

　
　
　
　
交
換
会
（
山
形
市
）

　
24
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
模
擬
議
会
リ
ハ
ー
サ
ル
）

　
30
日
　
令
和
６
年
度
町
村
議
会
意
見
交
換
会
（
山
形
市
）

▼
８
月

　
１
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
２
日
　
全
員
協
議
会

　
14
日
　
舟
形
町
二
十
歳
の
祝
賀
式

　
21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
22
日
　
令
和
６
年
度
山
形
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
合
同

　
　
　
　
町
村
議
会
議
長
・
事
務
局
長
中
央
研
修
会
及
び

　
　
　
　
県
関
係
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
（
東
京
都
）

　
24
日
　
猿
羽
根
山
相
撲
大
会

　
26
日
〜
27
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
北
海
道
）

　
28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
30
日
　
令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会

▼
９
月

　
４
日
　
第
３
回
定
例
会
（
〜
11
日
）

　
12
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　 

　

　
19
日
　
敬
老
祝
賀
式

　
21
日
　
舟
形
町
模
擬
議
会

　
24
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
25
日
〜
26
日
　
町
村
議
会
広
報
全
国
研
修
会

　
28
日
　
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
運
動
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
議
員
が
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
「
ふ
な
が
た
」
は
昭
和
50

年
11
月
に
第
１
号
が
創
刊
さ
れ
て
以
来
、

50
年
が
経
過
し
本
号
は
２
０
０
号
に
な
り

ま
し
た
。

　
７
月
25
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
る
被
害
状

況
は
町
道
59
ヵ
所
、
町
管
理
河
川
13
か
所
、

農
地
83
ヵ
所
、
農
業
用
施
設
92
ヵ
所
、
林

道
８
ヵ
所
、
そ
の
他
水
道
や
農
集
排
、
下

水
道
施
設
、
建
物
全
壊
３
棟
、
床
上
浸
水

11
棟
、
床
下
浸
水
19
棟
、
墓
地
損
壊
１
団

地
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

国
県
の
支
援
、
補
助
を
い
た
だ
き
復
旧
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
　
　 

（
荒
澤  

広
光
　
撮
影
・
記
）

今年度主要事業内容・計画の説明産業振興常任委員会所管事務調査報告

の表紙写真を募集します。
同等の施設規模が望ましい総務文教常任委員会行政視察

１．期　　日　　令和６年８月27日（火）
２．目　　的　　国宝土偶の保存活用の取組を資するための公共施設について意見交換
３．視察場所　　北海道：公共施設「函館市縄文文化交流センター」
４．視察概要
（１）函館市縄文文化交流センターを整備するに至った経緯
　　　①平成16年12月に３町1村と合併し主要施策の1つとして中空土偶などの出土品の保存
　　　　展示施設や遺跡公園を整備することとされた。　
　　　　ア、建設費：６憶7400万円（平成18年度～平成23年度）
　　　　　　「垣ノ島遺跡・縄文文化交流センター」と一体になった「道の駅」として整備。
　　　　イ、国宝土偶を展示・収蔵するための施設等の指定管理費：4900万円　　　　
【所　感】
函館市縄文文化交流センターの整備規模について、コンパクトな展示施設で、施設規模として
は、最適な整備内容と感じた。視察、検討の上、早めに着手すべきである。

２
名
の
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

沼澤 寛美 氏
（一の関）

ぬまざわ ひろみ

任期は
令和６年10月１日より
令和10年９月30日まで

町
村
議
会
広
報
委
員
全
国
研
修
会

　  

（
令
和
６
年
９
月
25
日 

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）

　
３
人
の
講
師
に
よ
る
広
報
紙
づ
く
り
の
全
国
研
修
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
講
師
は
元
行
政
職
員
の
中
本
正
樹
氏
で
「
読
ま

れ
る
議
会
広
報
紙
の
作
り
方
」
は
読
ん
で
い
た
だ
く
住
民

側
の
視
点
で
作
る
こ
と
。

　
２
人
目
は
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
平
本
久
美
子
氏
は

「
パ
ッ
と
伝
わ
る
広
報
紙
に
！
や
っ
て
は
い
け
な
い
デ
ザ

イ
ン
講
座
」
読
み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、

本
文
と
見
出
し
の
文
字
の
文
字
サ

イ
ズ
の
比
率
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

　
最
後
は
埼
玉
県
寄
居
町
議
会
広

報
委
員
長
の
鈴
木
詠
子
氏
は
「
読

ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意

味
な
し
」
と
題
し
寄
居
町
議
会
の

取
り
組
み
内
容
で
し
た
。
今
回
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
重
視
し
町

民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

沼澤　啓 氏
（舟形１）

ぬまざわ ひらく

任期は
令和６年10月１日より
令和10年９月30日まで

１．期　　日：令和６年６月27日（木）
２．調査内容：令和６年度 所管各課の主要事業　
〇まちづくり課
（１）舟形町総合発展計画（後期短期アクションプラン）策定
　　　事業について
（２）住民主体の地域づくり支援事業について
（３）公共交通事業（デマンド型乗合タクシー）について
〇地域整備課
（１）東北農林専門職大学総合プロジェクト事業について
（２）地域強靭化対策事業について
（３）町道福寿野岡矢場線道路改修事業について
〇農業振興課
（１）鳥獣被害対策事業について
（２）｢産直まんさく」の組織・運営状況ついて
　　  （説明後まんさくにて現地調査実施）
３．課　　題　
（１）まちづくり課

　①短期アクションプラン前期で目標未達項目について、後期
　　は目標達成に向けた見直しプランの策定が必要である。
　②町民の足の確保については、デマンドタクシーにとらわれ
　　ず、公共の移動手段の確保の検討が必要である。
（２）地域整備課
　①令和５年度に完成した１号棟を視察したが、雪対策等での
　　指摘改善内容が、今後建設されるアパートに織り込まれて
　　いるかの確認する必要がある。
（３）農業振興課　　
　①新たに開店した「産直まんさく」は、お客様目線を重視した
　　経営の取り組み、早期の安定化、黒字化が課題である。
４．今後の進め方
　所管する各課が説明した主要事業については、９月末頃「主
要事業の進捗状況」、年度末（2月末頃）には、「主要事業の成果」
について説明を受けます。
　各課の主要事業については、年間を通した所管事務調査を行
っていく。

１．期　　日：令和６年８月１日（木）
２．調査内容：教育課の主要事業　
（１）B&G海洋センターの老朽化に伴う今後の予定について
　〇舟形町B&G海洋センター運営実績とB&G財団修繕助成に
　　ついて
　①助成率上限：70％以内
　　　　　　（内訳：特A最大助成率60％以内、加算分10％）
　②15年連続特Ａ評価優遇について
　・1センター1回に限り､大規模改修を実施する場合に優遇措
　　置として5,000万円の助成支援が受けられる。
　・舟形町の評価は、12年連続「特A」評価で継続中
　③舟形町B&G海洋センターの今後の予定について
　・15年連続特A評価での優遇措置助成事業の活用を見据え､
　　舟形中学校の移転と併せ､B&G海洋センター施設の改修と
　　現舟形中学校の利活用も含め、町民ニーズと時代に沿った
　　町スポーツ施設の拠点として総合的に検討していく。
【所　感】
12年連続で特A評価され、15年連続特A評価まで継続して優遇
措置を受けられるように今後も取り組んでいただきたい。耐用
年数に応じて改修工事も必要になるが中学校の移転の施設の利

活用については地権者とのしっかりと意見交換をし負担軽減に
着手していくことが重要である。　
（２）舟形ほほえみ保育園の運営方針（未満児保育も含む）に
　　ついて
　①舟形ほほえみ保育園の保育方針
　　ア、保育理念：かしこく　元気で　思いやりのある子ども
　　　　知徳体が調和し、共に生きる力をもった子ども
　　イ、めざす子ども像
　　　　舟形町学校教育指導の重点「舟形町ヴィーナスプラン」
　　　　を参考
　②｢遊び｣を通して目指す｢知育目標｣の設定について【新規】
　　この度、ほほえみ保育園において、年少児・年中児・年長
　　児の終わりまでに育みたい基礎的な知育目標を設定します。
　　なお、このことについては保小連携により、小学校と情報
　　を共有しながら適切に進めてまいります。
【所　感】
今の時代は多様性が求められています。幼児教育は、人間形成
の基礎を培う役割を担っており、幼児期の「遊び」は、学びの
原点である考えのもとに取り組むことは大変評価致します。
今後成長していく子供たちの未来に期待します。

読みやすい紙面づくりを学ぶ

国宝「中空土偶」
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声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
経
壇
原
町
内
で
大
工
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
物
価
高
騰
や
職
人
不
足
な
ど
厳
し
い
環
境
の

中
で
す
が
、
舟
形
町
や
商
工
会
な
ど
の
助
け
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
こ

と
に
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
来
年
４
月
に
建
築
基
準
法
の
改
正
が
あ
り
、

例
え
ば
、
床
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
下
地
か
ら
解

体
し
床
面
積
の
半
分
以
上
張
り
替
え
る
場
合
に
は
確
認

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
事
前
調
査

が
必
要
と
な
り
経
費
も
増
加
し
、
工
事
期
間
も
長
く
な

り
、
お
客
様
の
負
担
も
必
ず
増
え
て
き
ま
す
。
手
続
き

が
必
要
な
工
事
に
は
補
助
を
し
て
頂
け
る
と
、
地
元
業

者
の
活
性
化
、
お
客
様
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
地
元
で
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
頑
張
る

所
存
で
す
。

（議会より）

　地元業者の育成と定住促進

のためにも、バックアップし

ていきます。

　
７
月
２５
日
発
生
の
豪
雨
災
害
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
町
で
は
復
旧
支
援
の
補
正
予

算
総
額
２２
億
円
超
の
大
型
予
算
を

８
月
３０
日
の
臨
時
会
で
可
決
し
復

旧
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
員
の
な
り
手
不
足
、

多
様
な
人
材
の
政
治
参
画
の
機
会

と
し
て
、
こ
の
た
び
、
４０
代
を
中

心
の
若
者
８
名
（
男
性
５
名
・
女

性
３
名
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
模

擬
議
会
」
を
９
月
２１
日
に
、
議
会

と
し
て
は
じ
め
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
執
行
部
と
議
論
を
深
め

ま
し
た
。

　
今
後
の
選
挙
に
お
い
て
若
者
・

女
性
の
皆
さ
ん
の
立
候
補
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　  （
伊
藤  

廣
好  

記
）

大 場　洋 一 さん
（ 経壇原 ）

おお ば よう いち

シリーズ

♥名前の由来は何ですか？
　　きょうだいの名前に月と星、凛と入っているので、月と星をつなぐ
　空と、凛々しい澄み切った空気の日に生まれたので名付けました。
　将来、凛々しく、広い空のような心をもった人間になってほしいです。
♥舟形町での育児はどうですか？
　　支援センターの先生や、保健師の方が声をかけてくれるので、気に
　なった事など気軽に相談しやすいです。
♥舟形町のいいところ・改善してほしいところは？
　・自然にあふれている所
　・地区の行事が多く、近所の方々と仲が良い所
　・冬に歩道の除雪がされていない事があり、学生さんが大変そうにし
　　ている所
♥舟形町に望むことはありますか？
　　病院（小児科）は新庄に行かないとないので、冬場等とても不便に
　感じるので、舟形にも小児科ができたら大変助かります。
　　人口が少なく、子どもの数も少ないので、もっと人口を増やす取り
　組みを考えてほしいです。

【お願い】｢えがったなぁ」に出てみませんか。
　　　　　舟形町に嫁いでこられたお嫁さん・お婿さん、その他
　　　　　｢えがったなぁ」に出てみたい方を募集します。
（連絡先）舟形町議会事務局 ☎３２－００３０

赤ちゃん

 うまれて

今回は、西堀の
沼澤  貴宏さん・沙織さんの
お子さんの凛空ちゃん（7ヶ月）です。
皆さんよろしくお願いします。

たかぬまざわ ひろ さ おり

り く


